
以前、河川敷地の利用は公共性のあるものに限定され、民間事業者による営利活動は認めら
ませんでしたが、河川利用の規制緩和に向けた特定措置として、オープンカフェの設置等の社
会実験が全国的に行われました。広島・京橋川のオープンカフェは特例措置において、全国で
初めて河川空間に店舗を常設した場所です。
このような取り組みを踏まえ、平成23年3月

から地域の合意や区域の指定により、河川
敷地における民間事業者の営利活動等が
可能になっています。
平和記念公園、原爆ドームに沿って流れる

元安川沿いにもオープンカフェが設置されて
おり、外国人観光客で賑わっていました。

ミズベリングニュースしまね

ミズベリング・プロジェクトとは
かつての賑わいを失ってしまった日本の水辺の新しい活用の可能性を、創造していくプロジェク
トです。ミズベリングは「水辺＋RING（輪）」、「水辺＋R（リノベーション）＋ING（進行形）」の造語。

水辺に興味を持つ市民や企業、そして行政が三位一体となって、水辺とまちが一体となった美

しい景観と、新しい賑わいを生み出すムーブメントを、つぎつぎと起こしていきます。

詳しくはWEBで → http://mizbering.jp/

号外 H26.10.22しまねの水辺をもっと元気に！

2014年、ミズベリング・プロジェクト、始めよう。

【トピックス】
・広島の水辺利用を視察しました。
・ミズベリング広島会議を取材しました。

水辺のオープンカフェ先進地・広島を視察しました。

※お問い合わせは、お気軽に出雲河川事務所計画課（0853‐20‐1761）まで

ミズベリングの機運を高めるための取り組みとして、全国各地でミズベリング会議が始まってお
り、中国地方では初めての開催となるミズベリング広島会議を取材しました。
第1部は船上遊覧、SUP（スタンドアップパドルボード）、カヌーの体験です。水辺ではみんな開

放的になるのでしょうか、皆さん手を振りながら広島の水辺を楽しんでました。
第2部はワークショップで広島の未来の水辺を創造し、それを自分たちで絵にすることが行わ

れました。少しの間、ワークショップに参加しましたが、和やかな雰囲気で水辺のおもしろいアイ
デアが生まれてい
ました。
ミズベリングって、
このような体験を
するだけで自然と
繋がっていくもの
なのかもしれませ
ん。

ミズベリング広島会議を取材しました。（H26.10.18）

■山陰中央新報社のHPホームページからもミズベリング・プロジェクトのサイトがご覧になれます。
→ http://www.sanin‐chuo.co.jp/

■ミズベリングニュースのバックナンバーはこちら
→ http://www.cgr.mlit.go.jp/izumokasen/mizube/mizbering/index.html

～元安川沿いのオープンカフェ～

～スタンドアップパドルボード
とカヌーの体験～

～ワークショップの様子～

～京橋川沿いのオープンカフェ～

～水辺を語ると
自然と和やかな雰囲気に～


